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㈱ナカヨを TOBで完全子会社化

B/Sは６月末、P/Lは７月１日から連結化

2026年6月期(第20期) 第1四半期連結実績

’26/6

第１Q 前年同期比

売上高 20,270 180.6％

営業利益 2,039 114.7％

経常利益 2,279 190.2％

純利益 4,109 41.9％

（百万円）
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主要事業会社と事業内容

セキュリティ機器

カッティングマシン（情報機器）

計測機器

総合設計、構造設計、耐震診断

㈱ドッドウエル ビー・エム・エス

グラフテック㈱

脱炭素システム

ビジネスホン（情報通信）

岩崎通信機㈱

㈱ナカヨ

NEW！

カード機器・鉄骨CADシステム
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セキュリティ機器事業

売上高
3,638 3,654 

3,977 

営業利益

1,479 
1,476 

1,686 

'24/6第1Q '25/6第1Q '26/6第1Q

（百万円）

114.3％

概況

・第１四半期ベースで、マンション向け、一般法人向けともに、売上高、営業利益は
過去最高を更新。

・マンション向けは、分譲の新規、リプレースが好調。

・一般法人向けは、施設や工場の新規に加え、金融機関の増設やリプレースを取り込む。
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カード機器及びその他事務用機器事業

売上高
764 760 

565 

営業利益

170 
192 

69 

'24/6第1Q '25/6第1Q '26/6第1Q

（百万円）

35.9％

概況

・カード機器事業は、病院の設備投資が減少。再来受付機と自動精算機を自社開発中。
金融機関向けは、第３四半期に信用金庫より即時カード発行機の大口受注あり。

・鉄骨CAD事業は、主力製品の切り替え期。
   自社開発した新製品「AiCad-sf（仮称）」を第３四半期より販売開始へ。
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カッティングマシン（情報機器）事業

売上高
3,957 

3,430 
3,026 

営業利益

337 

▲ 35 ▲ 38
'24/6第1Q '25/6第1Q '26/6第1Q

概況

・業務用カッティングマシンは、前年発生した船荷遅延などのアクシデントはなかったが、
欧州の需要が弱い。

・個人向けカッティングマシンは、9月３日「Silhouette Summit」を横浜で開催。
販売代理店を中心に37ヵ国／228名が参加。高性能で低価格モデル「CAMEO５α」を
第２四半期クリスマス商戦に本格投入。

（百万円）
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計測機器事業

概況売上高
1,441 

1,237 
1,138 

営業利益

217 167
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62.1%

（単位：百万円） ’24/6第1Q ’25/6第1Q ’26/6第1Q 前年同期比

計測機器

グラフテック㈱
売 上 高 559 413 437 105.7%

営業利益 226 128 70 54.8%

岩崎通信機㈱
売 上 高 882 824 701 85.1%

営業利益 ▲9 39 33 85.9%

（百万円）

＜グラフテック＞
国内販売が好調で増収。仕入れコスト上昇で減益。

＜岩崎通信機＞
前年まで好調だったパワーエレクトロニクス製品
の売上は例年並み。コスト削減効果が寄与し黒字
体質へ。
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ビジネスホン（情報通信）事業

概況

売上高
7,188 

6,667 6,951 

営業利益

▲ 494
▲ 396

165

-3,750 

-1,750 

250 

2,250 

4,250 

6,250 

'24/6第1Q '25/6第1Q '26/6第1Q

黒字転換

（単位：百万円） ’24/6第1Q ’25/6第1Q ’26/6第1Q 前年同期比

ビジネスホン（情報通信）

岩崎通信機㈱
売 上 高 3,010 2,455 2,595 105.7%

営業利益 ▲279 ▲250 121 ー

㈱ナカヨ
売 上 高 4,178 4,212 4,355 103.4%

営業利益 ▲215 ▲146 44 ー

104.3%

（百万円）

・今期よりナカヨを連結子会社化。
・コスト削減効果で赤字から黒字へ転換。

＜岩崎通信機＞
前年同期に不調だったOEM製品の売上が回復。
利益率の高い製品の販売に注力。

＜ナカヨ＞
自社ブランド製品及びOEM製品が好調。
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売上高
1,142 

1,274 

1,474 

営業利益

50

97 105

'24/6第1Q '25/6第1Q '26/6第1Q 

設計事業

概況

・構造設計を中心に、受注を取り込み好調スタート。

・第66回BCS賞（一般社団法人日本建設業連合会主催）において、工事監理企業として
参画したエディオンピースウイング広島（広島サッカースタジアム）が入選。

              ※あい設計HP：

107.9％

（百万円）

エディオンピースウイング広島
（広島サッカースタジアム）

第66回 BCS賞入選について

https://www.aisekkei.co.jp/information/#info4472
https://www.aisekkei.co.jp/information/#info4472
https://www.aisekkei.co.jp/information/#info4472
https://www.aisekkei.co.jp/information/#info4472
https://www.aisekkei.co.jp/information/#info4472
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売上高前年同期比は倍増・直近３四半期連続プラス

175 149 

265 
207 

31.8%

58.5%

107.4%

113.3%

186.3%

'25/6第1Q 第2Q 第3Q 第4Q '26/6第1Q

売上高 前年同期比

脱炭素システム事業

（百万円）

（国内）
・テストトライアルが終わり、ロードサイド型店舗や工場・施設などから納入件数が増加中。
・今期正式予約受注額は約２億円。対前年比進捗率は約40％と好調。
・新規引き合い案件数は、月平均85件ペースでほぼ変わらず。引き続き注目度は高い。

・コスモ石油マーケティング（株）の新商品「コスモ空調上手」に技術提供。

概況

2025年10月1日 当社連結子会社における業務提携とコスモ石油マーケティング株式会社の新商品「コスモ空調上手」への技術提供に関するお知らせ

【関連リリース】

111

https://www.aiholdings.co.jp/wp-content/uploads/2025/10/topic1001.pdf
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連結貸借対照表（2025年9月30日現在）
（単位：百万円）

Ｂ/Ｓ重視、堅実経営

●自己資本比率：80.0% ●自己株式：3,316,715株

●年間配当：110円（2026年6月期予想）

資産の部
2025年
6月30日

2025年
9月30日 負債の部

2025年
6月30日

2025年
9月30日

流動資産 83,265 84,383 流動負債 16,565 16,505 

・現金及び預金 45,055 48,498 ・支払手形及び買掛金 6,851 5,808

・受取手形、売掛金及び契約資産 17,822 16,056 ・リース債務 359 348

・リース投資資産 441 362 ・未払法人税等 1,574 2,035

・商品及び製品 9,729 9,779 ・その他 7,780 8,314

・仕掛品 1,695 1,666 固定負債 12,274 10,810

・原材料及び貯蔵品 5,786 5,338 負債合計 28,840 27,316

・その他 2,735 2,681

純資産の部

固定資産 57,640 54,322 株主資本 105,778 106,672

・有形固定資産 33,252 30,696 ・自己株式 ▲1,676 ▲1,676

・無形固定資産 3,344 3,304 その他の包括利益累計額 3,765 4,357

・投資その他資産 21,043 20,321 純資産合計 112,065 111,389

資産合計 140,906 138,706 負債・純資産合計 140,906 138,706
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応（アップデート）
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PBR（倍） （％） （％）

＝ ×

EPS（１株当たり純利益）：407円（前年比 123.0％）
BPS（１株当たり純資産）：2,103円（前年比 123.7％）
株価 2,345円（2025年6月30日終値）

株式市場からの総合評価 過去の収益性 将来の成長性

（2025年6月末時点）

【利益の最大化】

①各事業の拡大と効率化 ⇒ セキュリティ、設計における大型受注の獲得

②事業ポートフォリオの定期的見直し ⇒ セグメントの追加と変更

③M&Aによる事業拡大 ⇒ 岩崎通信機とナカヨを完全子会社化

【株主還元】配当性向50％以上 ⇒ ５年連続増配予定（今期予想配当110円）

【株主・投資家への対応、対話・エンゲージメント】

決算説明会年２回開催／1on1ミーティング年間163件実施

取り組み
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ご留意事項

本資料に関するお問合せ先

本資料は情報提供を目的としており、本資料の内容に関し如何なる保証もす
るものではありません。記載されている情報は掲載した時点での情報であり、
記載時点以降に変更される場合がありますことを予めご承知置き願います。
また、本資料の無断転載はお断りいたします。

TEL 03-3249-6335

E-mail ir-contact@aiholdings.co.jp

管理本部 経営管理部 広報室

mailto:ir-contact@aiholdings.co.jp
mailto:ir-contact@aiholdings.co.jp
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